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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
主計部長の蜂谷です。それでは、私から何点か補足させて頂きます。
セグメント別の損益実績からご説明しますので、�資料3ページ目をご覧ください。
上段の資源分野に関しまして、�「エネルギー事業」では、�前年同期の238億円から57億円増益の295億円となりました。�これは、市況悪化に伴う資源関連投資先からの受取配当金や�持分利益の減少があったものの、これを上回るシェールガス事業再編に伴う�一過性利益が生じたことなどによるものです。
また、「金属」は、�前年同期の167億円の赤字から443億円の増益となり、276億円の黒字となりました。�これは、豪州の原料炭関連子会社における生産コスト改善や市況上昇に加えて、�ニッケル関連プロジェクトの売却に伴う一過性利益や、�投資先からの受取配当金の増加などによるものです。
続いて、資料下段の「非資源」分野です。
○ まず「地球環境・インフラ事業」につきまして、�前年同期の273億円から119億円減益の154億円となりました。�これは、前年度における債務保証損失引当金の振り戻し益の反動などによるものです。
○「新産業金融事業」は前年同期の199億円から42億円減益の157億円となりました。
     これは、航空機関連事業における持分利益の減少などによるものです。

○ 「機械」は、前年同期の450億円から195億円減益の255億円となりました。�これは主に、船舶事業における減損及び円高の影響などによるものです。
○ 「化学品」は、前年同期の210億円から48億円減益の162億円となりました。�これは主に、市況悪化及び円高に伴う石化関連事業における持分利益の減少や、�前年同期の有価証券評価益の反動などによるものです。
○ 「生活産業」は、前年同期の229億円から238億円増益の467億円となりました。�これは、鮭鱒養殖事業における市況回復などによる利益の増加や、�食肉事業の関係会社の経営統合に伴う一過性利益などによるものです。
○非資源に含まれる 「エネルギー事業」は、�前年同期の77億円の黒字から113億円の減益となり、36億円の赤字となりました。�これは、石油事業における取引利益の減少や、�LPG関連事業における持分利益の減少などによるものです。
○ 最後に、非資源に含まれる「金属」ですが、�前年同期の28億円から27億円の増益となり、55億円の黒字となりました。�これは金属資源トレーディング事業における取引利益の増加などによるものです。
○ 続いて4ページ目をご覧下さい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは、キャッシュ・フローの状況をまとめたものです。
まず、中ほどの左にある2016年度第2四半期のキャッシュ・フローをご覧ください。�営業キャッシュ・フローは法人所得税の支払があったものの、�営業収入や配当収入などにより、1,548億円の収入となりました。�
投資キャッシュ・フローはファンド関連事業や不動産関連事業における�売却収入などがあったものの、エネルギー資源事業や�不動産関連事業などへの投資により、10億円の支出となりました。
この結果、2016年度第2四半期のフリーキャッシュ・フローは�1,538億円の収入となりました。
次に、グレーの営業収益キャッシュ・フローをご覧ください。�「営業収益キャッシュ・フロー」は営業キャッシュ・フローから�運転資金の影響などを除いたものですが、�資源で900億円、非資源で1,800億円、合計で2,700億円の収入となりました。�概ね順調に積みあがったと考えています。
尚、営業グループの営業収益キャッシュ・フローと投資キャッシュ・フローの合計は、資源で300億円、非資源で1,700億円、合計で2,000億円の収入となりました。
続いて5ページ目をご覧ください。


2016%1184H

% Mitsubishi Corporation S ErmAat
P N
BAREBAFRHEORNR
BHF&E (NET) EEN BHFaEEER (NET)
55,705 (EM)
50,677
(BEARDOERIGHERE] (201643A%IEA4,145 EM)
46,011 45,925
44,677
43,155 41,780
40,262 O SEREFEFIZE +1,798{8M
O ENEREEHDOREELR A4,343(5M

O FVOCIICIEELLEDMDIEE F A 1,2045M

O BEXHEOD3ZIAN A 396fEM

2014438%K 201583/K 2016%F38K 20165F9AK



@\ . i 20164F1184H
Mitsubishi Corporation =EEEgtat

&R - FERDBFRTIAS MD2016FEEFRIEBL

X [EFEDE G ITRIF B2 ON, KRAZRUVERP. [£8 10N, EB&FZSHTVET.
Fle. KRR - 10058 | [CIRIBEESEZSH TVET.

(EHES)EF) THNE-B% (ERHH) (BNRELL +80%8)
B R LR IR NI S TS O, RUSIE S SOEIGE

100 ||@ 1,060
&F (FRNEH)

]
360 SN AR BB BTN SR I N L3S DTS OEINAE
16
200 +800
HRISEL (EE%EEL m HBERERIR- A2 J5ER
~ FEREMER
[FEERDEF] (=) )
2,375 II@ 2,230 m W CBAESEULE A 62%iM2S)
AT R OB A DA ARG D
{EZFm

 EEEZE (HIWIREULE +41%1848)
fHIERIENURABNESEOEGBIFH. RU—BHEFRIRE

IXNF-FR GEERNE) (BHREULLE A50%imEE)
BIHBECH I PG FIROREL RULPGEIESECH I3 AFIRDFEBE

&8 GFERNE)

,Ham%_u ﬂ%IE&‘ﬁJ_b 6



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
冒頭に増から説明申し上げましたとおり、通期業績見通しは2,500億円から�800億円引き上げ、3,300億円に修正することといたしましたが、�セグメント別の内訳について補足申し上げます。
まず上段の「資源」分野ですが、 「エネルギー事業」は�当初見通しの200億円から160億円引き上げ360億円に修正いたします。�期初見通しの想定よりも市況が上昇している影響などを織り込んだものです。
また「金属」も、当初見通しの100億円の赤字から800億円引き上げ�700億円の黒字に修正いたします。�これは、豪州石炭事業における市況上昇や生産コスト改善による�持分利益の増加などによるものです。
続いて、資料下段の「非資源」分野ですが、�「機械」は、当初見通しの650億円から400億円引き下げ250億円に修正いたします。�これは主に、船舶市況低迷の影響を織り込んだものです。
「生活産業」は、当初見通しの740億円から300億円引き上げ�1,040億円に修正いたします。これは、鮭鱒養殖及び食肉関連事業の業績好調、�及び一過性利益などを織り込んだものです。
最後に、「エネルギーの非資源分野」ですが、�当初見通しの100億円から50億円引き下げ50億円に修正いたします。�これは、石油事業における取引利益の減少や、�LPG関連事業における持分利益の減少などによるものです。
なお、次の7ページ目は、市況の前提条件を纏めた�「参考情報」となっておりますので、後ほどご参照ください。�私からの説明は以上です。
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